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特定非営利活動法人九州海外協力協会

Japan Overseas Cooperative Association of  Kyushu

前会号では田植えの終わった田んぼから蛙の合唱の便りをお届けしましたが、今回号は黄金色に実った稲刈りの時期になり、季

節の移ろいの速さを実感しながら、筆を執っています。３月の東日本大震災の痛手から立ち直りつつある東北地方、日本ですが、

まだまだ支援を必要とされている被災者の方々がいらっしゃいます。そんな中、NPO九州海外協力協会は、若者を主体とする復興

支援ボランティア「九州協力隊」を宮城県気仙沼市に派遣しました。ここ数年、若者の内向き思考が話題にされるなかにあって、

「九州協力隊」に参加した若者達の活動には力強いものが感じられました。参加前の控えめな物腰が、参加後は物事を成し遂げた

達成感と自信に満ち溢れ、日本の若者も機会を与えれば力を発揮できることが証明され、嬉しく思っております。未知の世界への

挑戦、経験が人を大きく育ててくれます。１０月から始まるJICAのボランティア募集では、一人でも多くの人達に経験の場が与え

られるような説明会にしたいと、職員一同九州各県を飛び回る予定です。事務局長 花田

Japan Overseas Cooperative Association of  Kyushu

ＪＯＣＡインターンでの経験を通して・・・8月2日から9月14日まで、6名の大学生がＪＯＣＡ博多事務所と北九州事務所にイ

ンターンとして活動を展開してくれました。

尾形 明日香 （西南学院大学 ３年）

私は人前で話すことが苦手だったのですが、出前講

座や国際体験プログラムなどに参加して、自分の弱

点を克服することが出来たのではないだろうかと思

います。普段の学生生活では経験できないことです

から、どれほど私を成長させてくれた場であったか

は、言葉では言い表すことができないほどです。

境 美保子（福岡女学院大学３年）

「ＪＩＣＡ研修員との交流プログラム」のお手伝

いをさせて頂きました。レクレーションを通して、

研修員の方との距離も縮まり、とても良い雰囲気

でした。この様子からコミュニケーションは言葉

だけではないと改めて思いました。他にも高校生

実体験プログラムやミーティングなど、貴重な体

験ができました。

中西 未来（北九州市立大学 ３年生）

研修員との交流プログラムに参加したり、セ

ンター訪問を見学させて頂いたり、JICA九州

センター内の展示の一部を担当させて頂いた

りと非常に貴重な経験ができました。多くの

ことを学ぶことができ、私にとって大きな収

穫になったと思います。

川崎 拓郎 （福岡工業大学 １年）

イベントのポスター作成や、JICA九州での国際交流

プログラムへの参加など、短い期間で密度の濃い経

験をさせて頂きました。交流プログラムでは、日本

と海外の距離が決して遠くないことを実感しました。

また、自分自身の課題を多く発見し、これからの大

学生活に活かして社会人として必要な力をしっかり

と身につけていきたいです。

橋口 知世（福岡女学院大学短期大学部 １年）

沢山の方に出会うことができたことが大きな収穫だっ

たと思います。元々、国際協力には興味がありました

がこの仕事を通して更に国際協力の難しさや大切さを

知り、何もかも新しく学ぶことばかりでした。学生と

社会人との違いをしっかり再認識し、とても内容の濃

い充実した研修をさせていただきました。

博多事務所

8/2～8/10

博多事務所

8/22～8/31

博多事務所

9/5～9/14

北九州事務所

9/8～9/17

博多事務所

8/29～9/7

児玉 えり （福岡大学 ３年生）

学生生活では滅多にない貴重な体験をさせていただきまし

た。プログラム終了後の会議では、次のプログラムがより

良いものになるように、お互いに改善点や伸ばしていくべ

き点の話し合いを重ねていらっしゃいました。何を進める

にも必要なことですが、九州海外協力協会では国際協力へ

の「情熱」が原動力だと感じました。

北九州事務所

8/15～8/24
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大島災害対策本部「おばか隊」と

災害ボランティア九州協力隊一同

東日本大震災災害復興支援協力隊特別プログラム「災害ボランティア九州協力隊」３５名帰福

この度、団長を務めさせていただきました福永です。私は福岡市の災害復興支援「ふくおか元気応援隊」の第２

期（5月23日～28日）に参加し、その経験を基に、私たち（NPO九州）ができることを模索して参りました。大学生

や専門学生を対象にJICAボランティアセミナー（青年海外協力隊体験談発表）などを行っていた際、東日本大震災

後、世界から多くの援助があったのは、海外で国際協力を続けてきた日本と世界の繋がりがあったからこそ、これ

からも国際協力も続ける必要はあるが、「私たちが今、日本でできることをしたい！」という学生さんの声が心に

残っていました。そこで、若い福岡の学生さんが九州・福岡からでも復興のお手伝いの機会を作りたいと、青年海

外協力協会（JOCA）のネットワークが活き、九州から東京、東京から宮城県気仙沼「大島」へと繋がったのです。

震災後からなかなか見えなかった九州、福岡からできることが、災害ボランティア九州協力隊として実現したので

す。学生と社会人の世代を超えたとても素晴らしい仲間ができました。では、九州協力隊の内容についご紹介いた

します。 「
お
ば
か
隊
っ
て
」
・
・
（
説
明
）
。

３
・
11
の
震
災
後
、
家
は
基
礎
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
最
愛
の
家
族
も

失
っ
た
。
海
の
幸
や
観
光
で
生
活
し
て
き
た
、
収
入
源
も
失
っ
た
。
自

ら
が
被
災
者
な
ん
て
悲
し
む
時
間
や
涙
す
る
日
も
な
く
、
休
む
暇
な
ん

て
な
い
、
最
悪
な
状
態
で
残
っ
た
こ
と
は
一
つ
。
大
島
を
「
緑
の
真

珠
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
あ
の
頃
に
戻
す
こ
と
。
も
う
、
ば
か
に
な
っ

て
し
ま
わ
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
、
ば
か
で
し
か
で
き
な
い
復
興
活

動
、
そ
ん
な
思
い
が
一
つ
に
な
っ
て
集
ま
っ
た
大
島
の
ヒ
ー
ロ
ー
達
が

い
る
。

＜バスで24時間移動＞

二日目の活動現場にて

＜活動の様子＞

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
九
州
協
力
隊

宮
城
県
気
仙
沼
市
大
島

片
道
２
４
時
間
と
い
う
距
離
に
も
め
げ
ず
、
福
岡
・
九
州
か
ら
大
学
生
２

４
名
、
社
会
人
９
名
、
ス
タ
ッ
フ
２
名
で
宮
城
県
気
仙
沼
市
大
島
の
被
災
区

域
に
て
災
害
復
興
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

活
動
初
日
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
除
草
作
業
で
し
た
。
大
島
に
残
っ
た
グ
ラ
ン

ド
は
全
て
仮
設
住
宅
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
残
っ
た
広
場
は
こ
の
グ
ラ
ン
ド

だ
け
で
し
た
。
草
刈
機
部
隊
と
5
班
に
別
れ
、
朝
の
9
時
か
ら
、
夕
方
16
時

ま
で
の
間
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

２
日
目
。
ま
さ
に
本
番
の
活
動
で
し
た
。
流
さ
れ
て
来
た
ヘ
ド
ロ
等
で
泥

沼
と
化
し
た
田
ん
ぼ
で
の
瓦
礫
撤
去
作
業
で
し
た
。
日
常
生
活
で
使
用
し
て

い
た
食
器
や
寝
具
、
住
ん
で
い
た
家
の
屋
根
や
壁
、
車
、
バ
イ
ク
な
ど
が
、

手
付
か
ず
の
状
態
で
残
っ
て
い
ま
し
た
。
カ
マ
で
草
刈
り
な
が
ら
、
作
業
ス

ペ
ー
ス
を
広
げ
、
バ
ー
ル
等
で
瓦
礫
の
解
体
、
壊
さ
れ
た
家
の
壁
や
、
瓦
、

大
木
な
ど
を
協
力
し
て
撤
去
し
、
そ
れ
ら
の
物
を
分
別
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
で

運
ぶ
な
ど
の
活
動
で
し
た
。
こ
の
日
は
、
全
員
が
協
力
し
合
い
、
自
ら
で
き

る
こ
と
を
探
し
て
、
一
致
団
結
し
た
日
に
な
り
、
絆
や
繋
が
り
、
協
力
な
ど

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
大
島
災
害
対
策
本
部
が
決
め
た
、
震
災
後
初
め
て
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
休
暇
の
日
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
対
策
本
部
の
細
川
さ
ん

は
、
休
み
を
返
上
ま
で
し
て
、
震
災
直
後
、
大
津
波
が
襲
っ
て
来
た
時
の
状

況
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
復
興
活
動
（
お
ば
か
隊
の
活
動
）
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
活
動
を
終
え
て
参
加
者
か
ら
の
お
言
葉
）

人
と
人
と
の
絆
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
、
出
会
い
に
感
謝
で
す
。
半
年

経
っ
た
今
で
も
瓦
礫
が
た
く
さ
ん
の
残
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
現

地
の
「
お
ば
か
隊
」
が
行
っ
て
い
る
復
興
活
動
を
思
う
と
、
日
本
全
体
で
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
や
は
り
現
地
に
行
っ
て
、
活
動
す
る
こ

と
に
す
ご
く
意
味
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
、
被
災
地
で
見
た
事
、
聞

い
た
事
、
感
じ
た
事
を
忘
れ
る
事
な
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
て
い
き
た
い
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
が
不
安
の
様
子
で
参
加
さ
れ
、
短
い
６
日
間
で
生
ま
れ

変
わ
っ
た
様
に
生
き
生
き
し
た
姿
を
私
た
ち
は
見
る
こ
と
が
で
き
、
一
生
忘

れ
ら
れ
な
い
活
動
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
復
興
へ
の
道
の
り
は
厳
し
い

状
況
で
す
が
息
の
長
い
活
動
を
模
索
し
つ
つ
、
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
・
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。(

武
井
）
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展示「世界の学校」

＠ＪＩＣＡ九州

ＪＩＣＡ九州の大展示スペースに７月から『世界の学

校』をテーマに世界各地にある学校・学校事情や世界の

子ども達の様子を展示しました。協力隊のOBの方にも声

をかけ、たくさんの学校の写真や子ども達の笑顔の写真

が集まりました。展示を通して、少しでも多くの人が、

世界の状況を知り、考えていただくきっかけとなればと

思います。 次回10月からは、ＪＩＣＡボランティア秋

募集に合わせ、テーマを「協力隊」とし、ただいま準備

中です。JICA九州にお越しの際は、ぜひチェックしてみ

てください。（森川）

北九州国際体験プログラム

＠ＪＩＣＡ九州センター

毎年、夏休みに実施されている北九州国際体験プ

ログラム（旧インターナショナルキャンプ）が８

月２７日（土）ＪＩＣＡ九州で実施されました。

北九州市内の中学から２６名の参加があり、世界

の遊び「クバーラ」、ワールドランチなどを外国

からの研修員と体験しました。ＪＯＣＡ九州は、

午後からのプログラム「地球生活体験学習」を担

当。５名の協力隊ＯＶの方々と、異文化体験クイ

ズやゲームを実施しました。聞いたことのない外

国の言葉を使い、現地の買い物を体験するコー

ナーでは、一生懸命コミュニケーションをとる中

学生がとても印象的でした。（後藤）

平成23年度大分県ボランティア家族連絡会

９月１１日（日）に別府市の「豊泉荘」で大分県

ボランティア家族連絡会が開催されました。今年

は昨年度よりも多い１２家族１９名の留守家族の

方々が出席して下さいました。ＯＶの体験談や、

任国を訪ねられた方の報告はもちろんのこと、地

元にいる留守家族同士のつながりの場として、連

絡先を交換されたりしているのを拝見し、とても

意義のある会だと実感させられました。今後も九

州各県で開催されますので、是非ご参加いただき

たいと思います。（田中）
大分県日田市「クバーラ」フィーバー！！！

日田といえば、お酒、焼きそばが有名ですが、今後、追加さ

れそうなものがあります。それは、クバーラ（マダガスカル

の遊び）です。6月から各公民館がいろいろなイベントやプロ

グラムに合わせてクバーラを取り入れてくれています。そん

なクバーラフィーバが続く中、日田大会をやろうという話が

持ち上がりました。これまで、学校単位で行われてきたク

バーラ大会は、今回、市という大きな規模で行われることに

なりそうです。この大会の開催が実現し、定着すれば、日田

の名物は、クバーラということになるかもしれません。こう

ご期待です！（田渕）

平成23年度国際理解教育推進事業

Inアクロス福岡 「遊んで、学ぼう！

今日のアッフリカー！」

聞いた！考えた！遊んだ！学んだ！

小学生30名と保護者20名が参加してくれました！元青年海

外協力隊の講話でアフリカの暮らしを聞き、子どもの仕事、

バケツで水運びを体験しました。重かったです。そしてア

フリカの遊びクバーラでアフリカの人と一緒に遊びました。

そして、私達にできることを考え、給食の好き嫌いを無く

し、水の無駄使いをしないなど、自分のできることをしよ

うと思いました。今日は、たのしかった×100です。

暑さも吹き飛ぶほど集中でき、ま

たクバーラで、学校の友達と遊び

たいと思いました。今日は皆でた

くさん学んだ日でした。（福永）

ＪＯＣＡ活動報告

7月～9月
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福
岡
県
の
Ｏ
Ｂ
会
長
を
6
年
あ
ま
り
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
会
長
就
任
当
初
は
全
国
の
Ｏ
Ｂ
会
長
で
も
最
年
少
で
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｖ
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
長

期
に
わ
た
り
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

離
任
ま
で

の
間
で
、
一
番
の
思
い
出
に
な
っ
た
の
は
こ
の
協
力
隊
，
Ｏ

Ｂ
会
活
動
を
通
じ
て
得
た
「
ご
縁
」
で
、
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
と
し
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
こ
と
で

し
た
。
こ
の
経
験
で
再
度
協
力
隊
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と

実
感
で
き
た
時
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
電
力
の
安

定
供
給
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
対
馬
に
は
3
年
間
の

予
定
で
す
の
で
，
お
近
く
に
来
ら
れ
た
折
に
は
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
（
笑
）
。
長
き
に
渡
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

皆
様
、
初
め
ま
し
て
。
平
成
9
年
度
1
次
隊
コ
ロ
ン
ビ
ア
へ

青
少
年
活
動
で
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
小
田
哲
也
と
申
し
ま

す
。
現
在
は
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
子
ど
も
達
の
笑

顔
と
元
気
を
引
き
出
し
た
く
、
箱
崎
自
由
学
者
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
立
ち
上
げ
て
、
日
々
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
立
山
会
長
に
代
わ
り
、
Ｏ
Ｂ

会
長
と
し
て
就
任
し
、
ま
だ
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
況
で

す
が
、
個
性
豊
か
なO

B

・O
G

の
皆
さ
ん
が
今
ま
で
以
上
に
居

心
地
が
い
い
会
を
目
指
し
、
福
岡
県
ら
し
い
活
動
が
始
ま
る

と
楽
し
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
帰
国
し
て
間
も
な
い
隊

員
の
皆
さ
ん
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
！
ベ
テ
ラ
ン
隊
員
の
皆

さ
ん
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
グ
ラ
シ
ア
ス
（
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
り
が

と
う
）

新会長

小田 哲也氏

新会長

小田 哲也氏

理
事
の
離
任
・
着
任
ご
挨
拶

理
事
の
離
任
・
着
任
ご
挨
拶

前会長

立山 誠氏

前会長

立山 誠氏

離任の

ご挨拶
着任の

ご挨拶

行事のご案内行事のご案内

1010月１日～月１日～1111月７日・・月７日・・JICAJICAボランティア募集中ボランティア募集中

10月20日・・協力隊ナビ in 博多事務所

10月30日・・森と私たち in 井原山

11月5/6日・・地球市民どんたく in アクロス福岡

11月2日・・クバーラ講習会in 日田

11月12日・・長崎ボランティア家族連絡会

11月25日～12月7日・・JICA青年研修事業（太洋州）

11月26日・・宮崎ボランティア家族連絡会

12月3日～1月10日・・世界をつなぐ写真展 in 福岡空港

12月11日・・佐賀ボランティア家族連絡会


